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学校教育目標 広い視野と豊かな心を持った， 
健康でたくましい生徒の育成 

 

                                        具 体 目 標 

                                            ・健康でたくましい生徒 

                                            ・人の心の痛みが分かり， 

                                                  思いやりのある生徒 

                                            ・進んで学び，感動できる生徒 

                                            ・規律を守り，責任を果たす生徒 

                                            ・厳しさに耐え，自ら努力する生徒 

 
 
 
 
 
 

楽しみだった夏休

みもあっという間に

過ぎ、東桂中学校で

も８月２３日（水）に

２学期が始まりました。２学期は、一年の中でも最も

長い学期ですが、まずは、生徒会最大行事である学園

祭（桂鮎祭＝けいねんさい）があります。 

今回の学校通信では、始業式と学園祭に向けた決起

集会での代表生徒の言葉をお届けします。 

-------------------------------------------- 

始業式 各学年代表の言葉 

『２学期の意気込み』 

１年２組 山口大虎 

 僕の２学期の目標は、良いクラス、良い学年を創

っていくことです。この目標にぴったりな四字熟

語があります。それは、「冥冥之志」です。意味は、

「黙々と努力に励むこと」です。この四字熟語を目

標としてがんばっていきたいです。 

良いクラス、良い学校を創っていくために必要

なこと、大切にしていきたいことを話します。まず

は、挨拶です。東中は、挨拶がとてもよい学校なの

で、これは継続していきたいと思います。次は、た

くさん学ぶことです。勉強だけではなく、人間関係

で学べる社交性や社会性なども大事です。この２

つは大事にしていきたいと思います。良いクラス

を創っていくためには、自分から実践することで

見本になれる委員長を目指したいと思います。1年

生は、とても活発な良い学年ですが、さらに成長で

きると思います。桂鮎祭まで1年2組の委員長と

して身を粉にしてがんばり、日々邁進していきま

すので、先輩方と先

生方は、優しく1年

生を見守ってくれた

ら嬉しいです。これ

で終わります。ありがとうございました。 

---------------------------------- 

『夏休みの振り返りと２学期に向けて』 

２年２組 赤田龍咲 

２学期が始まりました！  
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僕は夏休み中に陸上の砲丸投げに出場しました。

練習では初めはなかなか思うように記録が伸びず、

当日までにさらに遠くに飛ばせるか心配でしたが、

先輩や先生方からのアドバイスをもらい、投げ方

を工夫して練習に挑

みました。そのおか

げで記録が伸び、県

大会では悔いの残ら

ない結果になりました。次の陸上では、さらに上を

目指したいです。 

その一方で夏休み中には、学習面は計画通りに

はいかず、生活面では規則正しい生活ができなか

ったことが今年の課題として残りました。なので、

2学期には、この課題を作って学習に取り組み、早

寝早起きなどの小さなことに毎日取り組む習慣を

心がけていき、２学期につなげたいと思います。 

また、この２学期には桂鮎祭があります。桂鮎祭

には、やったことのない係に挑戦したり、自分の行

動や言動で仲間の気持ちを前向きにしたりしたい

です。そして２年生としてこの桂鮎祭を盛り上げ、

１年生を引っ張っていき、副委員長としてクラス

が前向きになれる雰囲気をつくれるようにしたい

です。 

僕はこの夏休みにたくさんの経験をしました。

陸上の大会に出場したり職場体験をしたりしまし

た。でもその一方で、課題もたくさん残りました。

だから夏休み中の経験を生かして課題を直して充

実した２学期にしていきたいです。 

---------------------------------- 

『夏休みの振り返りと２学期の抱負』 

３年２組 羽田歩夢 

３３日間の夏休みが終わり、２学期が始まりま

した。私は、自分の夏休みを振り返り、充実した夏

休みを過ごすことができました。 

 一つ目は運動面で、３年間最後の部活動をチー

ム一丸となり、よい結果で終わらせることができ

ました。陸上では、練習時間は短かったですが、自

己ベストを出し、県７位で入賞することができま

した。二つ目は勉強面です。自分の立てた計画を一

日一日達成することができ、受検に向けて勉強を

スタートさせ、充実した夏休みになりました。 

 ２学期は、まず

最大行事である

桂鮎祭がありま

す。３年生にとっ

ては文化の部、体育の部が制限なく行える最初で

最後の桂鮎祭です。そしてコロナ禍で止まってい

た時をリスタートさせるために仲間と協力してい

きたいです。１、２年生に３年生として素晴らしい

姿を見せるために、時間の意識、係の仕事を責任を
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持って行い、全体を見通し率先して行動をしてい

きたいです。そして、東中のリーダーとして１、２

年生に背中で語れるような先輩になりたいです。 

 桂鮎祭が終わった後は、受検に向けての大切な

テスト、教達検があります。１学期の集会で出た２

分前学習や発言が少ないという課題を２学期では

改善し、授業の質を上げるために授業前の時間の

意識や授業内での発言のしやすい雰囲気づくりを

大切にし、けじめのついた授業にしていきたいで

す。そのために学年では、２分前学習や自学の取組

を行い、全員が志望校に合格できるように学年全

員で意識していきたいです。 

 ２学期は一番長い学期です。１学期に出た課題

を改善し、３学期につなげる２学期にしていきた

いです。 

---------------------------------- 

『２学期始業式 生徒会長の言葉』 

生徒会長 髙部莉愛 

みなさん、充実した夏休みを過ごすことができ

ましたか。今日から２学期がスタートします。 

２学期は、たくさんの行事があります。その中でも、

生徒会最大行事の桂鮎祭があります。１学期の終

業式にも伝えましたが、今年度はこれからの新し

い桂鮎祭の基盤を「つくる」ことになります。先生

方や地域の方の力を借りながら、全校生徒が協力

し合うことが求

められる絆を深

める学期でもあ

ります。全員で

新たな桂鮎祭を創っていきましょう。 

また、２学期は引継ぎの学期です。来年の東桂中

学校へ「つなげる」生徒会選挙があります。１、２

年生は選挙を通して、来年自分たちが学校を引っ

張っていくという自覚を持ってほしいと思います。

そして、この人ならついていきたいと思えるよう

なリーダーを選んでほしいと思います。また、３年

生は、自分たちが学校を卒業した後に３年生の思

いを託すことのできるリーダーを真剣に選びまし

ょう。 

３年生は３学期には受検などがあり、全員がそ

ろう日が限られます。そのため、この２学期は特に、

同級生や後輩、先生方と過ごす日々を大切にして

いくときっと充実した日になると思います。 

合唱発表会もあります。合唱づくりはクラス、学年、

学校づくりでもあります。合唱練習などを通して、

クラスや学年、全校の気持ちや心を「つたえ」合い、

歌声を響かせて、「良い」合唱をできるようにしま

しょう。 

これら、２学期の多くの行事はすべて日常生活

と並行して行われます。日常生活を疎かにせず、行
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事にも全力で取り組み、クラス、学年、全校の絆が

さらに深まることを願っています。 

思い出に残る、楽しい学期にしていきましょう。 

------------------------------------ 

『桂鮎祭決起集会 生徒会長の話』 

生徒会長 髙部莉愛 

 テストと避難訓練、お疲れさまでした。 

いよいよ、桂鮎祭取組期間が

始まります。私たちは新型コロ

ナウイルス感染症の世界的な影

響で、コロナ前の桂鮎祭や雰囲気、やり方などを知

りません。ずっと東桂中が積み上げてきた歴史あ

る伝統をどうやってつなげていくのか、つくるの

か、生徒会執行部でも真剣に考えています。 

しかし、今年はやっと、やることができるように

なりました。１、２年生にとっては初めての、対面

式の桂鮎祭、私たち３年生にとっては、最初で最後

の桂鮎祭です。きっとずっと積み上げてきて、取組

期間も今よりももっともっと長かったときの桂鮎

祭とは違ったものになると思います。 

今、世界では戦争や感染症で若い人も年配の方

もいつ何があ

るかわからな

い予測不可能

な毎日を送っ

ています。しかし、私た

ちは、戦争や感染症の影

響があろうとも、これか

ら自分たちで考え、その

瞬間を創りながら生きていかなければなりません。

予測不可能で急速に発展する世の中だからこそ、

今年の桂鮎祭や活動をつくり続けること、つくり

続ける力が必要だと思います。 

この決起集会では、そのみんなの「つくる」力を

鍛えるチャンスだと思います。長縄、学年種目、学

年劇、ソーラン、もしかしたらうまくいかないこと

もあるかもしれません。しかし、ピンチはチャンス

です。私たちの力を伸ばす期間と考えて、挑戦し続

けましょう。 

何よりも桂鮎祭自体は、日常生活をより高める

ために行います。その目的を忘れないように、日常

生活を大切にしながら、準備、練習などに全力で取

り組み、「最高」の桂鮎祭を創っていきましょう。 

-------------【お知らせ】-------------- 

桂鮎祭は、9 月 8 日（金）の昼過ぎより「開祭

式」と「文化の部（音楽部、各学年発表等）」「展示

部門」を行います。9月９日（土）は、朝から「体

育の部」と「閉祭式」、「展示部門」で雨天順延です。

保護者・地域の皆様にご来校いただき、生徒たちの

成長を励ましていただけましたら幸いです。 


